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ひとしずく

一
支
国
博
物
館
の
喫

茶
コ
ー
ナ
ー
で
販
売

さ
れ
て
い
る
雑
穀
を

使
っ
た
パ
ン
が
販
売

さ
れ
好
評
で
あ
る
▼

雑
穀
は
、
米
、
小
麦

以
外
の
穀
物
の
総
称

で
、
雑
穀
づ
く
り
の

起
源
は
稲
作
よ
り
古
く
。
お
よ

そ
５
５
０
０
年
前
の
縄
文
時
代

前
期
だ
そ
う
で
、
ア
ワ
・
キ

ビ
・
ソ
バ
・
エ
ゴ
マ
な
ど
多
数

の
穀
類
が
栽
培
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
そ
う

▼
日
本
で
は
明
治
初
年
ま
で

は
、
米
よ
り
多
く
雑
穀
が
庶

民
の
主
食
と
し
て
栽
培
さ
れ
、

第
２
次
世
界
大
戦
中
の
食
糧

難
を
さ
さ
え
、
明
治
30
年
代

～
40
年
代
後
半
ま
で
に
各
地

で
つ
く
ら
れ
、
人
々
の
暮
ら

し
の
柱
と
し
て
庶
民
の
命
を

養
っ
て
い
た
▼
以
前
、
16
種

類
の
雑
穀
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
も

の
を
、
米
に
混
ぜ
て
食
べ
て
い

た
頃
が
あ
っ
た
が
、
米
を
炊
く

際
に
入
れ
忘
れ
た
り
、
買
い
忘

れ
た
り
す
る
う
ち
に
、
使
わ
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
が
、
雑

穀
の
色
が
出
て
コ
メ
の
炊
き
上

り
が
赤
飯
の
よ
う
だ
っ
た
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
る
。
そ
の
色
合

い
が
案
外
気
に
入
っ
て
い
た
▼

自
律
神
経
の
働
き
を
高
め
、
免

疫
力
や
抵
抗
力
を
高
め
、
動
脈

硬
化
を
防
ぎ
、
血
栓
を
で
き
に

く
く
し
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の

抑
制
作
用
、
胃
腸
の
粘
膜
を
強

化
、
便
秘
を
解
消
し
大
腸
が
ん

の
抑
制
な
ど
に
加
え
、
環
境
ホ

ル
モ
ン
な
ど
の
有
害
物
質
を
吸

着
し
排
除
す
る
作
用
も
あ
る
と

い
う
。
普
段
か
ら
忘
れ
ず
に
食

べ
続
け
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い

よ
う
▼
新
米
が
販
売
さ
れ
る
頃

と
な
っ
た
。
壱
岐
で
は
新
品
種

「
つ
や
姫
」
が
導
入
さ
れ
、
先

日
、
初
出
荷
さ
れ
た
。
こ
れ
に

混
ぜ
て
み
る
の
も
い
い
か
も
。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

山
田
正
彦
代
議
士
が
講
演

第
２
回
「
こ
ぎ
出

せ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

壱
岐
振
興
局

講演する山田正彦代議士

愛称の作者、西口さん

初出荷式で挨拶する川崎組合長

統一ブランドマーク披露

◎
市
異
動

「ながさきつや姫」初出荷
愛称・ロゴマークの発表も
壱岐産・市農協ブランド米

　
高
温
耐
性
の
あ
る
品
種
を

導
入
し
、
品
質
、
収
量
の
向
上

を
目
指
し
、
将
来
に
向
け
て
壱

岐
全
体
の
米
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
へ
の
チ
ャ
ン
ス
に
―
と
、
市

農
協
が
本
年
度
か
ら
、
本
格
的

に
栽
培
に
着
手
し

生
産
振
興
を
図
っ

て
き
た
ブ
ラ
ン
ド

米
「
つ
や
姫
」
の

初
出
荷
式
が
先
月

31
日
、
芦
辺
町
、

市
農
協
・
野
菜
集

荷
場
で
開
か
れ

た
。

　
「
つ
や
姫
」
は

山
形
県
で
育
成

さ
れ
た
品
種
で
、

本
県
は
昨
年
12
月

に
奨
励
品
種
、
本

年
４
月
に
産
地
品

種
銘
柄
に
採
用
、

市
農
協
は
高
温

耐
性
、
食
味
が
コ

シ
ヒ
カ
リ
よ
り

優
れ
、
耐
倒
伏
性
も
や
や
強

い
つ
や
姫
の
生
産
部
会
（
松

野
善
信
部
会
長
、
95
人
）
を

設
立
、
壱
岐
産
の
つ
や
姫
の

ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
目
指
し
、

今
年
は
約
88
㌶
に
作
付
し
、

出
荷
式
で
は
30
㌧
の
新
米
を

ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
、
川
﨑
裕

司
市
農
協
組
合
長
、
白
川
博

一
市
長
、
久
村
豊
彦
県
壱
岐

振
興
局
長
、
山
本
啓
介
県
議

ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の

後
、
初
出
荷
し
た
。

　
式
典
で
は
試
食
も
あ
り
、
久

村
県
壱
岐
振
興
局
長
は
「
一
粒

一
粒
が
し
っ
か
り
し
て
い
て

弾
力
が
あ
り
、
ほ
ん
の
り
と
し

た
甘
味
も
よ
い
。
モ
チ
モ
チ

感
も
あ
っ
て
と
て
も
お
い
し

か
っ
た
。
多
く
の
消
費
者
に
そ

の
味
わ
い
が
受
け
入
れ
ら
れ
、

評
価
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
」
な
ど
と
感
想
を

話
し
た
。

　
ま
た
、
市
農
協
の
統
一
ブ
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
の
発
表
も
あ
り
、

「
新
鮮
で
活
が
あ
る
。
活
（
い
き
）

を
ひ
ら
が
な
に
す
る
こ
と
で
、

み
ん
な
に
わ
か
り

や
す
く
、
優
し
い

イ
メ
ー
ジ
と
し
た
」

と
い
う
、
愛
称
「
い

き
！
壱
岐
！
」
と

そ
れ
を
活
か
し
た

ロ
ゴ
マ
ー
ク
、
愛

称
の
作
者
、
郷
ノ

浦
町
、
西
口
亜
沙

美
さ
ん
の
紹
介
な

ど
あ
っ
た
。

県

議

会

連
立
会
派

　
県
議
会
の
改
革
21
、
県
政
改

革
県
民
の
会
、
新
生
な
が
さ
き

の
連
立
会
派
（
会
長
・
小
林
克

敏
県
議
）
は
１
日
、
勝
本
町
、

文
化
セ
ン
タ
ー
で
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
開
き
、
元
農
林
水

産
大
臣
・
山
田
正
彦
衆
院
議
員

が
講
演
し
た
。

　
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
県

政
報
告
と
改
正
離
島
振
興
法
の

説
明
を
兼
ね
た
も
の
で
、
県
議

会
か
ら
中
山
功
副
議
長
は
じ
め

７
議
員
が
出
席
。
本
市
か
ら
は

白
川
博
一
市
長
、
中
原
康
壽
副

市
長
が
出
席
し
た
。

　
白
川
市
長
は
あ
い
さ
つ
で

「
山
田
先
生
に
は
全
国
離
島
の

悲
願
で
あ
っ
た
改
正
離
島
振

興
法
の
制
定
に
中
心
と
な
っ

て
尽
力
い
た
だ
い
た
。
国
の
責

務
の
規
定
、
所
管
７
大
臣
化
、

離
島
定
住
の
促
進
な
ど
が
明

記
さ
れ
、
人
流
、
物
流
コ
ス
ト

低
減
に
対
す
る
支
援
、
Ｊ
Ｒ
並

運
賃
の
基
礎
に
な
る
支
援
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
離
島
特

区
の
検
討
条
項
が
盛
り
込
ま

れ
る
な
ど
ソ
フ
ト
施
策
に
も

大
幅
な
拡
充
が
盛
り
込
ま
れ
、

ま
さ
に
抜
本
改
正
と
い
う
評

価
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
。
今
後

は
来
年
度
以
降
10
年
間
を
見

据
え
、
真
に
実
効
性
の
あ
る
離

島
振
興
計
画
案
の
策
定
と
新

法
の
内
容
に
見
合
う
国
家
予

算
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
を
精
力
的
に
行
う
。
全
国
の

離
島
地
域
が
一
体
と
な
り
声

を
上
げ
る
こ
と
が
大
切
。
長
崎

県
が
先
頭
に
た
っ
て
離
島
振

興
を
牽
引
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
話
し
た
。

　
山
田
代
議
士
は
講
演
で
、
離

島
振
興
法
の
改
正
に
至
っ
た
経

過
を
説
明
し
た
上
で
、
「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
も
反
対
、
消
費
税
も
反
対
、

原
発
ゼ
ロ
を
目
指
す
わ
け
で
す

か
ら
、
野
田
総
理
と
は
真
っ
正

面
か
ら
対
立
し
て
い
る
。
党
内

に
は
野
田
総
理
を
快
く
思
っ
て

い
な
い
、
野
田

総
理
の
も
と
で

は
選
挙
で
大
敗

す
る
、
そ
う
思
っ

て
い
る
人
も
多

い
。
反
野
田
勢

力
を
結
集
し
て

必
ず
対
抗
馬
を

立
て
る
。
民
主

党
を
本
来
の
姿

に
戻
す
。
こ
れ

が
私
の
使
命
。

し
ば
ら
く
の
間

騒
が
れ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、

な
ん

と
か
頑

張
っ
て
い
き
ま

す
」と
強
調
し
た
。

【
課
長
級
】

▽
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長

（
同
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長

補
佐
）
平
田
孝
明

【
係
員
】

▽
建
設
部
建
設
課
（
新
規
採

用
）
徳
田
昌
浩

　
　
　
　
　
（
以
上
１
日
付
）

【
退
職
】

▽
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

長
・

後
藤
剛
　
　

　
　
　
　
　
（
８
月
31
日
付
）

　
県
壱
岐
振
興
局
は
５
日
午

前
10
時
か
ら
2
時
間
、
同
振

興
局
・
会
議
室
で
、
今
年
２

回
目
と
な
る
「
壱
岐
地
域
こ

ぎ
出
せ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を

開
く
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
情
報
発

信
強
化
・
知
名
度
ア
ッ
プ
に
よ

る
『
人
』
と
『
も
の
』
の
交
流

拡
大
」
で
、
７
月
に
開
か
れ
た

1
回
目
に
続
き
、
島
内
の
行
事

一
覧
の
提
示
と
活
用
の
仕
方
、

素
材
の
磨
き
あ
げ
、
基
礎
と
な

る
部
分
の
強
化
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
る
運
び
。

　
同
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
活
性

化
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
団

体
、
商
工
・
観
光
関
係
業
者
、

農
業
、
交
通
関
係
業
者
ら
が
参

加
し
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
し

て
い
る
団
体
の
代
表
ら
に
よ

る
意
見
交
換
を
、
地
域
の
課
題

な
ど
を
テ
ー
マ
に
行
っ
て
、
団

体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

図
り
、
よ
り
具
体
的
な
交
流
人

口
の
拡
大
に
よ
る
地
域
の
活

性
化
、
加
工
品
な
ど
の
販
売
に

よ
る
所
得
の
増
加
に
向
け
て

協
議
し
知
恵
を
出
し
合
い
、
目

に
見
え
る
形
に
し
て
い
こ
う

と
い
う
も
の
。

　
こ
の
後
同
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

は
２
回
の
会
合
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
い
ず
れ
か
に
中
村
法

道
県
知
事
も
出
席
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。


